




























































ルターの取り組みは，目の前で “困っている子ども” の “救済” に終始するの








































人）” も全くないために途方に暮れ，自分を “かまってくれる大人” との出会








































































































































































































































































































































































25）「マルチ商法」そのものは “違法” ではないが，しばしばその商法は “被
害者” を生む．「被害者の大半は，商売経験のない学生，主婦，OL，老人
であった．にもかかわらず，これらのものを，独立の商人として同等に取
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扱い，文字どおり喰うか喰われるかの競争原理で律しようとするのは，そ
の本質を見誤るものと言わねばならない」（マルチ訴訟弁護団『マルチ商
法と消費者保護―マルチ訴訟をめぐる諸問題―』法律文化社，1984年）
という指摘は，マルチ商法の是非を考える上で重要な視点だと思われる．
26）藤田省三「『安楽』への全体主義」（日高六郎『戦後日本を考える』筑摩書
房，1986年，312ページ）
27）中村孝志構成『心がラクになる後ろ向き名言100選』鉄人社，2010年，187
ページ
28）釈徹宗「お坊さんの読む『聖書』」（「考える人」No.32，2010年春号，新潮社，
89ページ）
29）これは，子どもシェルターの取り組みを進めるために，筆者が書いた啓発
コピーである．
30）鈴木邦男『竹中労―左右を越境するアナーキスト―』河出書房新社，
2011年，101ページ
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